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復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
大
坂

俊
副
議
長
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
）

は
３
月
15
日
、
東
日
本
大
震
災
の
遺
構
と
し

て
５
月
上
旬
か
ら
内
部
の
一
般
公
開
が
始
ま

る
タ
ピ
ッ
ク
45
と
気
仙
中
学
校
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

委
員
と
福
田
利
喜
議
長
合
わ
せ
て
17
人
が

出
席
。
市
の
都
市
計
画
課
と
観
光
交
流
課
の

担
当
職
員
の
案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
タ
ピ
ッ
ク
45
は
震
災
前
、
旧

道
の
駅
高
田
松
原
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
委
員
は
南
側
の
出
入
り
口
か
ら

施
設
内
に
入
り
、
無
残
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
む
き
出
し
と
な
っ
て
、
が
れ
き
が
散
乱
し

た
内
部
の
様
子
に
が
く
ぜ
ん
と
し
、
津
波
の

威
力
に
思
わ
ず
た
め
息
を
漏
ら
し
て
い
ま
し

た
。

　

気
仙
中
学
校
は
、
玄
関
か
ら
入
っ
て
３
階

ま
で
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
通

路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
場
所
以
外
は
震
災
時

の
ま
ま
で
保
存
。
各
教
室
に
あ
っ
た
は
ず
の

机
や
椅
子
の
ほ
と
ん
ど
が
津
波
に
よ
っ
て
流

さ
れ
、
黒
板
に
は
３
月
11
日
の
授
業
の
科
目

や
出
来
事
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
内
に
は
、

震
災
遺
構
と
し
て
タ
ピ
ッ
ク
45
と
気
仙
中
学

復
興
対
策
特
別
委
員
会

校
の
ほ
か
、奇
跡
の
一
本
松
や
陸
前
高
田
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
、
下
宿
定
住
促
進
住
宅
が
あ
り

ま
す
が
、
一
般
公
開
さ
れ
る
の
は
、
タ
ピ
ッ

ク
45
と
気
仙
中
学
校
の
２
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

両
施
設
を
見
学
す
る
に
は
、
市
観
光
物
産

協
会（
金
野
靖
彦
会
長
）の
研
修
を
受
講
し
て

認
定
さ
れ
た
ガ
イ
ド
の
同
伴（
有
料
）が
条
件

と
な
り
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

参
加
し
た
委
員
は
改
め
て
震
災
の
恐
ろ
し

さ
を
実
感
し
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
防
災

や
減
災
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
し
た
。

請願審査
　請願第１号　「安全・安心の医療・介護の実現と国民の命と健康を守るための請願について」は、教
育民生常任委員会に付託し、審査を経て３月19日の本会議において全会一致で採択しました。また、
意見書を内閣総理大臣や所管大臣らに提出することにしました。（担当・松田修一）

　　　　　請　　　願

【請願第１号】
安全・安心の医療・介護の実現と
国民の命と健康を守るための請願
について

　　　　　　　　　　請願の趣旨

国民の命と健康、暮らしを守るため、そして新たなウイル
ス感染や自然災害などによる経済活動への影響を最小限に
抑えるため、医療、介護、福祉および公衆衛生施策を拡充
するよう国に対して意見書の提出を求めるもの。

結　果

　採択

　　　　　　安全・安心の医療・介護の実現と国民の命と健康を守るための意見書（抜粋）
　２１世紀に入り、わずか２０年の間に、ＳＡＲＳ、新型インフルエンザ、ＭＥＲＳ、そして今回の新型コロナウイルスと、
新たなウイルス感染との闘いは短い間隔で求められ、今後も新たなウイルス感染への対応が必要になると想定される。
　新型コロナウイルス感染症対策の教訓を経て、国民の命と健康、暮らしを守るためにも、そして新たなウイルス感染や
自然災害などの事態の際に経済活動への影響を最小限に抑え込むためにも、医療・介護・福祉、そして公衆衛生施策の拡
充は喫緊の課題である。
　以上を踏まえ、地域住民の命と健康を守る立場から次の事項について強く要望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　今後も発生が予想される新たな感染症拡大などの事態にも対応できるよう､医療､介護、福祉に十分な財源確保を行うこと。
２　地域医療構想を見直し、地域の声を踏まえた医療体制の充実を図ること。
３　安全・安心の医療・介護提供体制を確保するため、医師・看護師・医療技術職・介護職等を大幅に増員すること。
４　保健所の保健師等の増員など公衆衛生行政の拡充を図ること。ウイルス研究、検査・検疫体制などを強化・拡充すること。
以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。
　令和３年３月１９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手県陸前高田市議会

各
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
蒲
生

哲
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
３
月

15
日
に
「
東
日
本
大
震
災
後
10
年

が
経
過
し
た
子
ど
も
た
ち
の
現
状

に
つ
い
て
」調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
教
委
が
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
影
響
で
心
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

と
な
っ
た
児
童
生
徒
を
把
握
す
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
、
千
葉
賢
一
学
校
教
育

課
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
委

員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

資
料
で
は
、
県
内
の
経
年
変
化

を
学
年
別
・
沿
岸
内
陸
別
に
分
析

し
た
も
の
な
ど
が
示
さ
れ
、
そ
の

後
、
本
市
の
「
心
と
か
ら
だ
の
健

康
観
察
」
に
つ
い
て
の
見
解
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
陸
部
と
比
べ
て
小
学
校
、
中

学
校
と
も
要
サ
ポ
ー
ト
と
判
断
さ

れ
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
数
値
で

は
っ
き
り
示
さ
れ
て
お
り
、
津
波

経
験
の
な
い
小
学
校
低
学
年
の
子

ど
も
が
落
ち
着
か
な
い
の
は
、
家

族
か
ら
震
災
時
の
話
を
繰
り
返
し

聞
か
さ
れ
る
こ
と
も
要
因
と
考
え

ら
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳

委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
、
３
月

15
日
、「
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス

テ
ム
等
の
運
用
に
つ
い
て
」
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
消
防
本
部
の
高
機
能
消
防

指
令
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
は
昨

年
の
12
月
に
続
き
、
今
回
は
司
令

室
等
に
立
ち
入
り
、
実
際
に
操
作

を
し
て
い
る
様
子
を
確
認
し
な
が

ら
の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

救
急
や
消
防
要
請
の
入
電
シ
ス

テ
ム
に
は
24
時
間
対
応
は
も
と
よ

り
、
複
数
の
入
電
等
が
同
時
に

あ
っ
た
場
合
で
も
十
分
に
対
応
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
お
り
、
万
が

一
へ
の
備
え
を
確
認
で
き
ま
し

た
。
災
害
時
等
に
消
防
本
部
周
辺

の
電
話
回
線
が
切
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
、
衛
星
電
話
回
線
を
通

じ
て
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
が
備
え

て
あ
り
、
通
報
者
は
通
常
の
電
話

操
作
で
も
、
消
防
本
部
に
つ
な
が

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
導
入

し
て
い
る
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
の
飛

総務常任委員会

タピック 45 を視察産業建設常任委員会

た
。
学
年
が
進
む
に
つ
れ
要
サ

ポ
ー
ト
の
割
合
が
下
が
っ
て
き
て

い
る
こ
と
は
、
現
在
の
学
校
教
育

が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
あ
と
10
年
は
現
在
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
維
持
し
た
い
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
の
継

続
も
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦

昌
也
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
３

月
16
日
、
本
市
の
産
業
振
興
に
向

け
た
施
設
園
芸
の
在
り
方
と
課
題

を
探
る
た
め
、
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
市
農
林
課
の
中
山
雅

之
課
長
と
中
山
竜
一
係
長
か
ら
議

場
で
施
設
園
芸
の
整
備
状
況
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
市
内
で
は
ミ

ニ
ト
マ
ト
が
９
農
家
、
イ
チ
ゴ
が

６
農
家
、
キ
ュ
ウ
リ
が
22
農
家

（
い
ず
れ
も
法
人
含
む
）
で
栽
培
。

施
設
園
芸
を
行
う
た
め
の
課
題
は

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
整
備
の
初
期
投

資
が
高
額
な
た
め
、
本
市
は
単
独

事
業
と
し
て
振
興
作
物
推
進
事
業

費
補
助
金
を
設
け
、
農
業
用
ハ
ウ

ス
の
整
備
費
用
に
自
己
負
担
経
費

の
２
分
の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）

を
補
助
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
市
が
米
崎
町
に
整
備

し
、
㈱
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
ア
グ
リ

サ
ー
ビ
ス
が
受
託
管
理
し
て
い
る

大
規
模
園
芸
施
設
を
訪
問
。
軽
量

鉄
骨
造
の
ハ
ウ
ス
４
棟
で
は
、
３

棟
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
１
棟
で
イ
チ

ゴ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
状
況
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
後
継
者
不
足
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
本
市
農
業
の

振
興
に
向
け
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト

を
得
よ
う
と
担
当
者
の
説
明
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

行
訓
練
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
機

体
に
搭
載
さ
れ
た
赤
外
線
カ
メ
ラ

や
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
、
火
災
時

の
消
火
確
認
や
遭
難
者
発
見
に
寄

与
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い

る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
「
高
機
能
消
防

指
令
シ
ス
テ
ム
等
の
運
用
に
つ
い

て
」で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
る
に
は
、
操
作

等
に
当
た
る
職
員
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。


